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「食用油の原材料について」 

 

昨年度は弊会が実施する公開質問にご協力くださり、ありがとうございました。 

今年度も、貴社が製造販売されている食用油の原材料および現在の取り組みと今後の方

向性について、公開質問状を送付させていただきます。 

 

我が国では菜種、トウモロコシ、大豆など食用油の原材料の多くを、アメリカ・カナダ・

オーストラリアを中心とした海外からの輸入に頼っている状態が続いています。世界的な

遺伝子組み換え作物の市場拡大に比例し、遺伝子組み換え原材料や由来の食品が私たちの

食卓に上る機会は増加傾向にあります。加えて利便性の追求のために、食品に添加される成

分にも遺伝子組み換え原材料由来のものが増えており、健康志向からこのような現状を懸

念する消費者の声もあります。 

遺伝子組み換えの問題については様々な意見がありますが、消費者がひろく情報を得た

うえで選択できる仕組みが、私たちの社会には必要だと考えています。 

 

つきましては、恐れいりますが、別紙質問について 11月 13日(月)までに弊会にご回答を

お送り願います。なお、ご回答はその有無も含めて弊会のホームページ等に掲載させていた

だきます。ご了承ください。 
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米澤製油株式会社御中 

公開質問状 

「食用油の原材料について」 

 

質問① 貴社製品原材料の原産国、非遺伝子組み換え原材料の分別状況についてお答えく

ださい。 

 

 

 

 

 

質問② 産地から貴社製造工場までの原材料の管理・輸送方法について、お答えください。 

 

 

 

 

 

質問③ 非遺伝子組み換えの原材料を使用している製品に関して、今後、遺伝子組み換えの

ものに変更する予定はありますか。予定の有無とともに、その理由もお答えください。 

 

 

 

 

 

質問④ 遺伝子組み換えでない原材料の入手にかかわる状況は、昨年度と比べて変化はあ

りますか。 

 

 

 

 

 

質問⑤ 消費者のなかには、遺伝子組み換えでない原材料を求める声もあります。今後、遺

伝子組み換えでない原材料の製品を供給し続けるためには、どのような課題があるとお考

えですか。 

 


